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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

高対称なZr–Moクラスターによる水素結合ネットワーク構造中に最も単純な遷移金
属錯体である水和カチオン[Co(H2O)6]

2+を取り込んだ複塩結晶を合成した。この化
合物中の[Co(H2O)6]

2+は高い対称性に由来する強い磁気異方性を示し、磁場誘起型
の単分子磁石であることがわかった。

実験
Experimental

自機関で合成した結晶について単結晶X線回折装置(Rigaku社製HyPix-AFC, Rigaku
社製Mercury CCD-1·R-Axis IV, Rigaku社製MERCURY CCD-2)を用いて結晶構造解
析を行った。得られた化合物について磁化測定装置(カンタムデザイン社製MPMS-
XL7, カンタムデザイン社製MPMS-7)を用いて磁化率の温度依存性および磁化の磁
場依存性を測定し、その磁気的性質を明らかにした。

結果と考察
Results and Discussion

高対称なZr–Moクラスターと過塩素酸イオンによる水素結合ネットワーク構造内部
に水和カチオンである[Co(H2O)6]

2+を取り込んだ複塩結晶を合成した。Zr–Moクラ
スターの対称性を分子間水素結合によって伝播させることでCoIIイオンにおいて高
対称な配位構造に基づく強い磁気異方性を付与することに成功した。この化合物の
交流磁化率を測定した結果、直流磁場存在下で遅い磁気緩和挙動を示した。このこ
とから、最も単純な遷移金属錯体の１つである[Co(H2O)6]

2+が磁場誘起型の単分子
磁石として働くことが明らかになった。
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